






目的 

クレチン症に対するサイロキシン(T4)補充療法の指標として,投与量の不足は血清 TSH が

鋭敏であるが,過剰の指標として鋭敏なものがない。前年度の研究で,血中 T3,rT3 値は正常

の変動巾が乳児期には大きく,過剰の判定が困難であることを報告した。今回,甲状腺ホル

モン末梢作用をよく反映するNa-Kdependent ATPase 活性を赤血球膜分画について測定し,

臨床的指標となりうるかを検討した。 


